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09：30～10：00

10：00～10：30

10：30～11：00

11：00～11：30

11：30～12：00

13：00～13：30

13：30～14：00

14：00～14：30

14：30～15：00

開会式
・主催者挨拶
・歓迎の挨拶
・感謝状贈呈
・次期開催県挨拶

谷柏田植踊 （山形県山形市）
谷柏田植踊保存会・東北文教大学 民俗芸能サークル「舞」

アイヌ古式舞踊 （北海道札幌市）
札幌ウポポ保存会

尾崎獅子（熊）踊 （青森県平川市）
尾崎獅子踊保存会

切石ささら踊 （秋田県能代市）
切石郷土芸術振興会

昼休み
早池峰岳流浮田神楽 （岩手県花巻市） 
早池峰岳流浮田神楽保存会

絹谷の獅子舞 （福島県いわき市）
絹谷獅子舞保存会

塩竈神楽 （宮城県塩竈市）
塩竈神楽保存会

林家舞楽 （山形県西村山郡河北町）
谷地の舞楽保存会

ご来場のみなさまへ
・上演中はお静かにお願いします。
・開演後の会場への出入りは、舞台転換中にお願いします。
・ホール客席での飲食はご遠慮ください。
・喫煙は、屋外の所定の場所でお願いします。

▲出演団体の情報はこちら

※各民俗芸能の出演時間帯は進行状況により前後する場合があります。



ご
挨
拶
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本
日
は
、
第
六
十
一
回
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
大
会
は
、
北
海
道･

東
北
地
方
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
保
存
・

伝
承
等
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
七
道
県
の
持
ち
回
り
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
御
承
知
の
と
お
り
、
民
俗
芸
能
は
、
五
穀
豊
穣
や
悪
魔
祓
い
、
鎮
魂
供
養
な
ど
の
様
々
な
祈
り
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
育
ま
れ
、
時

代
の
変
遷
を
経
な
が
ら
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、「
民
俗
芸
能
の
宝
庫
」
と
言
わ
れ
る
こ
こ
北
海
道
・
東
北
地
方
に
お
い
て
は
、
演
じ
継
が
れ
て
き
た
歌
や
舞
は
、
厳
し
い
自
然
の

中
で
暮
ら
す
私
た
ち
の
祖
先
に
と
っ
て
、
長
い
間
心
の
拠
り
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
今
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
近
年
に
お
い
て
、
地
域
に
残
る
文
化
を
学
び
継
承

し
、
人
び
と
を
よ
り
強
く
結
び
つ
け
る
民
俗
芸
能
の
果
た
す
役
割
が
改
め
て
見
直
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
北
海
道
・
東
北
地
方
の
個
性
豊
か
な
民
俗
芸
能
が
一
堂
に
会
す
る
本
大
会
の
開
催
は
誠
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
令
和
と
な
っ
て
初
め
て
の
年
で
あ
り
ま
す
。「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
あ
う
な
か
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
た
「
令
和
」
の
初
め
に
相
応
し
く
、
本
大
会
が
今
後
の
民
俗
芸
能
の
継
承
、
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
会
場
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
各
地
域
が
誇
る
民
俗
芸
能
を
存
分
に
御
堪
能
い
た
だ
き
、
先
人
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き

た
想
い
や
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
日
御
出
演
い
た
だ
き
ま
す
各
団
体
の
一
層
の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
御
指
導
、
御
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

文
化
庁
、
全
国
民
俗
芸
能
保
存
振
興
市
町
村
連
盟
及
び
関
係
機
関
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

第
六
十
一
回
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
実
行
委
員
会
委
員
長

山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長
　
　
菅
間
　
裕
晃
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谷
柏
田
植
踊

や
　
が
し
わ   

た    

う
え   

お
ど
り

地
元
住
民
と
学
生
の
熱
意
が
蘇
ら
せ
た
軽
快
な
田
植
踊

谷
柏
田
植
踊
保
存
会
　
会
長
　
枝
松
　
昭
雄

東
北
文
教
大
学
民
俗
芸
能
サ
ー
ク
ル「
舞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
長
　
遠
藤
　
諒
夏

山  形

山形県山形市谷柏

山
形
県
山
形
市
谷
柏
（
保
存
会
）、
お
よ
び
山
形
市
片
谷
地
（
サ
ー
ク
ル
）

　

定
期
公
演
は
、
毎
年
十
月
上
旬
の
日
曜
日
「
東
北
文
教
祭
」
二
日
目
（
東

北
文
教
大
学
中
庭
）、
十
月
下
旬
の
日
曜
日
「
南
山
形
地
区
文
化
祭
」（
南

山
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
で
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
招
聘
公
演

と
し
て
毎
年
三
〜
四
か
所
で
行
っ
て
い
る
。

　

谷
柏
田
植
踊
は
江
戸
時
代
末
期
頃
に
は
踊
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
明
確
な
記
録
は
な
い
。
明
治
時
代
に
は
踊
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
の
時
代
に
あ
っ
て
、
担
い
手
で
あ
る
男
性

は
戦
場
に
送
り
出
さ
れ
て
い
な
く
な
り
、
中
断
の
止
む
無
き
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
戦
時
中
も
下
谷
柏
の
若
い
娘
達
に
よ
っ
て
田
植
踊
り
の
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
て
練
習
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
女
性
だ
け
の
チ
ー
ム

は
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
男
性
が
戦
場
か
ら
戻
っ
て
き
て
か
ら
も
大
変

活
発
に
続
い
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
次
第
に
後
継
者
不
足
に
悩
む
こ
と
と

な
り
、
同
時
に
担
い
手
の
女
性
達
は
高
齢
化
し
て
い
き
、
谷
柏
田
植
踊
は

平
成
に
入
っ
て
か
ら
二
十
数
年
間
途
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
平
成
二
十
八
年
「
東
北
文
教
大
学
・
南
山
形
地

区
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
山
形
県
の
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
登

録
制
度
に
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
谷
柏
田
植
踊

の
復
活
・
継
承
活
動
が
掲
げ
ら
れ
、
東
北
文
教
大
学
の
学
生
が
大
学
内
に

民
俗
芸
能
サ
ー
ク
ル
「
舞
」
を
結
成
し
て
踊
り
手
と
な
り
、
地
域
在
住
者

が
唄
等
囃
し
手
と
な
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
た
。
そ
の
結
果
、

残
さ
れ
た
僅
か
一
本
の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
を
頼
り
に
、
み
ご
と
谷
柏
田
植
踊

は
復
活
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　

東
北
文
教
大
学
民
俗
芸
能
サ
ー
ク
ル
「
舞
」
の
活
動
は
、
今
年
度
第
四

期
生
が
担
っ
て
谷
柏
田
植
踊
を
継
承
し
て
い
る
。
学
生
と
地
域
の
一
致
協

力
に
よ
っ
て
、
中
断
し
た
民
俗
芸
能
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
は
、
希
有
の
事

例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

中
断
以
前
の
谷
柏
田
植
踊
は
、
次
の
よ
う
な
八
演
目
と
内
容
か
ら
成
り

立
っ
て
い
た
。

　

①
お
正
月
（
年
頭
の
め
で
た
さ
を
示
す
）

　

②
思
う
人
（
苗
代
の
上
出
来
を
喜
ん
で
苗
を
引
く
）

　

③
十
七
か
え
（
ほ
め
言
葉
が
出
る
と
返
し
言
葉
と
同
時
に
踊
る
）

　

④
そ
う
り
の
や
（
稲
穂
の
上
出
来
と
豊
作
を
喜
ぶ
）

　

⑤
や
ん
さ
の
さ
（
収
穫
か
ら
籾
摺
り
の
様
子
）

　

⑥
つ
ん
ば
く
ら
（
米
の
精
製
の
様
子
）

　

⑦
ま
い
よ
の
え
（
米
搗
の
様
子
）

　

⑧
あ
ん
が
り
は
か
（
全
作
業
を
終
え
て
お
田
の
神
と
の
暇
乞
い
）

　

た
だ
し
、
現
在
は
①
②
③
⑤
の
演
目
ま
で
復
元
し
て
い
る
が
、
手
が
か

り
と
な
る
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
に
は
そ
の
他
の
演
目
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
そ
れ
以
上
の
復
活
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

谷
柏
田
植
踊
は
次
の
よ
う
な
踊
り
手
の
役
割
と
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

①
中
太
鼓
（
一
人
）

　

前
列
中
央
で
中
心
的
存
在
と
し
て
動
き
回
る
。
腹
太
鼓
は
打
ち
鳴
ら
し

用
で
は
な
い
。
両
手
の
バ
チ
は
交
互
に
高
く
掲
げ
て
、
回
転
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
巧
み
に
振
り
回
す
。
片
足
を
上
げ
な
が
ら
跳
躍
す
る
軽
や
か
な

動
き
で
全
体
を
リ
ー
ド
す
る
。

②
源
内
棒
（
二
人
）

　

二
人
は
中
太
鼓
を
挟
む
よ
う
に
位
置
し
、
左
右
対
称
に
男
性
的
に
た
く

ま
し
く
動
く
。
源
内
棒
を
右
手
に
持
ち
な
が
ら
、
床
を
突
い
た
り
前
後
左

右
に
大
き
く
振
り
回
す
。
そ
の
た
び
に
棒
の
先
に
付
け
た
鉄
輪
の
音
が
楽

器
の
よ
う
に
奏
で
ら
れ
る
。

③
早
乙
女
（
五
人
）

　

後
列
に
位
置
す
る
早
乙
女
は
美
し
い
花
笠
を
被
る
が
、
笠
か
ら
垂
れ
た

赤
布
で
顔
を
隠
し
て
神
秘
的
で
あ
る
。
あ
で
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、

両
手
に
扇
子
や
ビ
ン
ザ
サ
ラ
を
持
っ
て
演
目
ご
と
に
持
ち
替
え
て
、
立
ち

位
置
を
変
え
ず
ゆ
っ
く
り
優
雅
に
踊
る
。

【
大
学
生
】

中
太
鼓　
　

遠
藤　

諒
夏

源
内
棒　
　

渋
江　

颯
汰　
　

村
山　
　

卓

早
乙
女　
　

菅
井　

梨
帆　
　

土
田　

有
紗　
　

中
島　

愛
美

　
　
　
　
　

三
浦　

麗
奈　
　

恒
儀　

日
菜　
　

森
谷　
　

愛

　
　
　
　
　

神
尾
友
佳
子

陰
太
鼓　
　

笹
原　

捺
希　
　

鳥
前　

拓
也

【
地
域
在
住
者
】

唄　
　
　
　

伊
藤　

哲
雄　
　

石
井　

慶
市　
　

丹
野　

裕
志

　
　
　
　
　

高
瀬　
　

勲　
　

福
井　

隆
夫

笛　
　
　
　

情
野
卯
エ
門

鉦　
　
　
　

金
沢　

英
雄

寄
せ
太
鼓　

東
海
林
明
美　
　

中
村　

京
子　
　

渡
辺
千
矢
子

　
　
　
　
　

渡
辺　

正
江

ほ
め
言
葉　

枝
松　

昭
雄　
　

横
沢　

正
巳

世
話
役　
　

中
川　

藤
子

三
、  

由
　
来

四
、  
芸
能
の
構
成
と
内
容

二
、  

行
わ
れ
て
い
る
時
期
と
場
所

一
、  
所
在
地
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山
形
県
山
形
市
谷
柏
（
保
存
会
）、
お
よ
び
山
形
市
片
谷
地
（
サ
ー
ク
ル
）

　

定
期
公
演
は
、
毎
年
十
月
上
旬
の
日
曜
日
「
東
北
文
教
祭
」
二
日
目
（
東

北
文
教
大
学
中
庭
）、
十
月
下
旬
の
日
曜
日
「
南
山
形
地
区
文
化
祭
」（
南

山
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
で
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
招
聘
公
演

と
し
て
毎
年
三
〜
四
か
所
で
行
っ
て
い
る
。

　

谷
柏
田
植
踊
は
江
戸
時
代
末
期
頃
に
は
踊
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
明
確
な
記
録
は
な
い
。
明
治
時
代
に
は
踊
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
の
時
代
に
あ
っ
て
、
担
い
手
で
あ
る
男
性

は
戦
場
に
送
り
出
さ
れ
て
い
な
く
な
り
、
中
断
の
止
む
無
き
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
戦
時
中
も
下
谷
柏
の
若
い
娘
達
に
よ
っ
て
田
植
踊
り
の
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
て
練
習
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
女
性
だ
け
の
チ
ー
ム

は
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
男
性
が
戦
場
か
ら
戻
っ
て
き
て
か
ら
も
大
変

活
発
に
続
い
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
次
第
に
後
継
者
不
足
に
悩
む
こ
と
と

な
り
、
同
時
に
担
い
手
の
女
性
達
は
高
齢
化
し
て
い
き
、
谷
柏
田
植
踊
は

平
成
に
入
っ
て
か
ら
二
十
数
年
間
途
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
平
成
二
十
八
年
「
東
北
文
教
大
学
・
南
山
形
地

区
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
山
形
県
の
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
登

録
制
度
に
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
谷
柏
田
植
踊

の
復
活
・
継
承
活
動
が
掲
げ
ら
れ
、
東
北
文
教
大
学
の
学
生
が
大
学
内
に

民
俗
芸
能
サ
ー
ク
ル
「
舞
」
を
結
成
し
て
踊
り
手
と
な
り
、
地
域
在
住
者

が
唄
等
囃
し
手
と
な
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
た
。
そ
の
結
果
、

残
さ
れ
た
僅
か
一
本
の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
を
頼
り
に
、
み
ご
と
谷
柏
田
植
踊

は
復
活
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　

東
北
文
教
大
学
民
俗
芸
能
サ
ー
ク
ル
「
舞
」
の
活
動
は
、
今
年
度
第
四

期
生
が
担
っ
て
谷
柏
田
植
踊
を
継
承
し
て
い
る
。
学
生
と
地
域
の
一
致
協

力
に
よ
っ
て
、
中
断
し
た
民
俗
芸
能
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
は
、
希
有
の
事

例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

中
断
以
前
の
谷
柏
田
植
踊
は
、
次
の
よ
う
な
八
演
目
と
内
容
か
ら
成
り

立
っ
て
い
た
。

　

①
お
正
月
（
年
頭
の
め
で
た
さ
を
示
す
）

　

②
思
う
人
（
苗
代
の
上
出
来
を
喜
ん
で
苗
を
引
く
）

　

③
十
七
か
え
（
ほ
め
言
葉
が
出
る
と
返
し
言
葉
と
同
時
に
踊
る
）

　

④
そ
う
り
の
や
（
稲
穂
の
上
出
来
と
豊
作
を
喜
ぶ
）

　

⑤
や
ん
さ
の
さ
（
収
穫
か
ら
籾
摺
り
の
様
子
）

　

⑥
つ
ん
ば
く
ら
（
米
の
精
製
の
様
子
）

　

⑦
ま
い
よ
の
え
（
米
搗
の
様
子
）

　

⑧
あ
ん
が
り
は
か
（
全
作
業
を
終
え
て
お
田
の
神
と
の
暇
乞
い
）

　

た
だ
し
、
現
在
は
①
②
③
⑤
の
演
目
ま
で
復
元
し
て
い
る
が
、
手
が
か

り
と
な
る
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
に
は
そ
の
他
の
演
目
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
そ
れ
以
上
の
復
活
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

谷
柏
田
植
踊
は
次
の
よ
う
な
踊
り
手
の
役
割
と
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

①
中
太
鼓
（
一
人
）

　

前
列
中
央
で
中
心
的
存
在
と
し
て
動
き
回
る
。
腹
太
鼓
は
打
ち
鳴
ら
し

用
で
は
な
い
。
両
手
の
バ
チ
は
交
互
に
高
く
掲
げ
て
、
回
転
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
巧
み
に
振
り
回
す
。
片
足
を
上
げ
な
が
ら
跳
躍
す
る
軽
や
か
な

動
き
で
全
体
を
リ
ー
ド
す
る
。

②
源
内
棒
（
二
人
）

　

二
人
は
中
太
鼓
を
挟
む
よ
う
に
位
置
し
、
左
右
対
称
に
男
性
的
に
た
く

ま
し
く
動
く
。
源
内
棒
を
右
手
に
持
ち
な
が
ら
、
床
を
突
い
た
り
前
後
左

右
に
大
き
く
振
り
回
す
。
そ
の
た
び
に
棒
の
先
に
付
け
た
鉄
輪
の
音
が
楽

器
の
よ
う
に
奏
で
ら
れ
る
。

③
早
乙
女
（
五
人
）

　

後
列
に
位
置
す
る
早
乙
女
は
美
し
い
花
笠
を
被
る
が
、
笠
か
ら
垂
れ
た

赤
布
で
顔
を
隠
し
て
神
秘
的
で
あ
る
。
あ
で
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、

両
手
に
扇
子
や
ビ
ン
ザ
サ
ラ
を
持
っ
て
演
目
ご
と
に
持
ち
替
え
て
、
立
ち

位
置
を
変
え
ず
ゆ
っ
く
り
優
雅
に
踊
る
。

【
大
学
生
】

中
太
鼓　
　

遠
藤　

諒
夏

源
内
棒　
　

渋
江　

颯
汰　
　

村
山　
　

卓

早
乙
女　
　

菅
井　

梨
帆　
　

土
田　

有
紗　
　

中
島　

愛
美

　
　
　
　
　

三
浦　

麗
奈　
　

恒
儀　

日
菜　
　

森
谷　
　

愛

　
　
　
　
　

神
尾
友
佳
子

陰
太
鼓　
　

笹
原　

捺
希　
　

鳥
前　

拓
也

【
地
域
在
住
者
】

唄　
　
　
　

伊
藤　

哲
雄　
　

石
井　

慶
市　
　

丹
野　

裕
志

　
　
　
　
　

高
瀬　
　

勲　
　

福
井　

隆
夫

笛　
　
　
　

情
野
卯
エ
門

鉦　
　
　
　

金
沢　

英
雄

寄
せ
太
鼓　

東
海
林
明
美　
　

中
村　

京
子　
　

渡
辺
千
矢
子

　
　
　
　
　

渡
辺　

正
江

ほ
め
言
葉　

枝
松　

昭
雄　
　

横
沢　

正
巳

世
話
役　
　

中
川　

藤
子

六
、  

出
演
者
名

五
、  

上
演
演
目
の
特
色
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北
海
道
札
幌
市

　

北
海
道
内
の
各
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
新
年
を
祝
う
儀
式
や
、
新

し
い
鮭
を
迎
え
る
た
め
の
儀
式
、
先
祖
供
養
、
慰
霊
祭
等
、
時
期
を
問

わ
ず
必
要
に
応
じ
て
屋
内
外
に
て
踊
ら
れ
る
。

　

近
年
で
は
、
文
化
祭
等
で
の
公
演
に
も
積
極
的
に
出
演
し
、
ア
イ
ヌ

文
化
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　

ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
は
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
の
中
で
、
祭
祀
の
祝
宴

や
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
際
し
て
踊
ら
れ
、
独
自
の
信
仰
に
根
ざ
し
て
い

る
歌
舞
で
、
そ
の
様
式
に
は
極
め
て
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
が
多

く
あ
る
。
特
に
信
仰
と
芸
能
と
生
活
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
り
、
芸
能
史
的
価
値
が
高
い
。

　

そ
の
内
容
は
祭
事
の
た
め
に
使
う
お
酒
を
か
も醸
す
時
に
歌
わ
れ
る
「
杵

つ
き
歌
」
や
「
ざ
る
こ
し
歌
」
に
合
わ
せ
て
踊
る
作
業
歌
舞
の
よ
う
な

も
の
か
ら
、
祭
祀
的
性
格
の
強
い
「
剣
の
舞
」「
弓
の
舞
」
の
よ
う
な
儀

式
舞
踊
、「
鶴
の
舞
」「
バ
ッ
タ
の
舞
」の
よ
う
な
模
擬
舞
踊
、「
棒
踊
り
」「
盆

と
り
踊
り
」
な
ど
娯
楽
舞
踊
、
さ
ら
に
は
「
色
男
の
舞
」
の
よ
う
な
即

興
性
を
加
味
し
た
舞
踊
が
あ
る
。

　

北
海
道
内
に
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
ア

イ
ヌ
古
式
舞
踊
を
保
持
す
る
保
存
会
が
十
七
団
体
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

地
域
性
を
活
か
し
な
が
ら
保
存
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
札
幌
ウ
ポ
ポ
保
存
会
は
、
古
老
が
残
し
て

き
た
ウ
ポ
ポ
（
歌
）
や
リ
ム
セ
（
踊
り
）
の
伝
承
、
保
存
を
目
的
に
設

立
さ
れ
、
老
若
男
女
が
会
員
と
な
っ
て
共
に
技
術
の
向
上
に
励
み
、
後

継
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
弓
の
舞
、
鶴
の
舞
な
ど
ア
イ
ヌ
の
代
表
的
な
踊
り
を
中
心

に
披
露
す
る
と
共
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
ム
ッ
ク
リ
（
口

琴
）
の
演
奏
を
披
露
す
る
。

楽
器
演
奏

　

ム
ッ
ク
リ
と
呼
ぶ
口
琴
を
口
に
く
わ
え
、
素
朴
な
音
色
を
口
腔
内
で

反
響
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
演
奏
す
る
。
雨
の
音
や
風
の
音
な
ど
自
然
の

中
で
聞
こ
え
る
音
を
表
現
し
て
お
り
、
楽
譜
は
な
く
心
の
ま
ま
奏
で

る
。
弾
く
者
自
身
も
、
聞
く
者
の
心
を
癒
す
。

ウ
ポ
ポ
、
リ
ム
セ

　

動
物
の
動
き
を
表
現
し
た
「
サ
ロ
ル
ン
リ
ム
セ
（
鶴
の
舞
）」、
祭
事

の
た
め
に
使
う
お
酒
作
り
に
歌
わ
れ
る
「
酒
作
り
の
歌
」
作
業
歌
舞
、

男
性
の
勇
壮
な
踊
り
が
見
所
の
、「
ク 

リ
ム
セ
（
弓
の
舞
）」
な
ど
数
曲

を
演
じ
る
。

ア
イ
ヌ
の
自
然
観
・
そ
し
て
文
化
を
歌
と
踊
り
で
感
じ
ら
れ
る
歌
舞
を

披
露
す
る
。

早
坂　

雅
賀　
　

藤
岡
千
代
美　
　

早
坂　

ユ
カ

新
谷
由
美
子　
　

川
上　
　

恵　
　

川
上　

夏
希

今
井　

里
恵

カ
ム
イ「
神
」へ
の
奉
納
と
共
存
共
生
を
願
う
感
謝
の
歌
と
踊
り
　【
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
】

ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊

こ
　 

し
き
　  

ぶ
　  

よ
う

札
幌
ウ
ポ
ポ
保
存
会
　
会
長
　
藤
岡
　
良
子

北海道

北海道札幌市

三
、  

由
　
来

四
、  

芸
能
の
構
成
と
内
容

二
、  

行
わ
れ
て
い
る
時
期
と
場
所

一
、  
所
在
地
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北
海
道
札
幌
市

　

北
海
道
内
の
各
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
新
年
を
祝
う
儀
式
や
、
新

し
い
鮭
を
迎
え
る
た
め
の
儀
式
、
先
祖
供
養
、
慰
霊
祭
等
、
時
期
を
問

わ
ず
必
要
に
応
じ
て
屋
内
外
に
て
踊
ら
れ
る
。

　

近
年
で
は
、
文
化
祭
等
で
の
公
演
に
も
積
極
的
に
出
演
し
、
ア
イ
ヌ

文
化
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　

ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
は
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
の
中
で
、
祭
祀
の
祝
宴

や
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
際
し
て
踊
ら
れ
、
独
自
の
信
仰
に
根
ざ
し
て
い

る
歌
舞
で
、
そ
の
様
式
に
は
極
め
て
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
が
多

く
あ
る
。
特
に
信
仰
と
芸
能
と
生
活
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
り
、
芸
能
史
的
価
値
が
高
い
。

　

そ
の
内
容
は
祭
事
の
た
め
に
使
う
お
酒
を
か
も醸
す
時
に
歌
わ
れ
る
「
杵

つ
き
歌
」
や
「
ざ
る
こ
し
歌
」
に
合
わ
せ
て
踊
る
作
業
歌
舞
の
よ
う
な

も
の
か
ら
、
祭
祀
的
性
格
の
強
い
「
剣
の
舞
」「
弓
の
舞
」
の
よ
う
な
儀

式
舞
踊
、「
鶴
の
舞
」「
バ
ッ
タ
の
舞
」の
よ
う
な
模
擬
舞
踊
、「
棒
踊
り
」「
盆

と
り
踊
り
」
な
ど
娯
楽
舞
踊
、
さ
ら
に
は
「
色
男
の
舞
」
の
よ
う
な
即

興
性
を
加
味
し
た
舞
踊
が
あ
る
。

　

北
海
道
内
に
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
ア

イ
ヌ
古
式
舞
踊
を
保
持
す
る
保
存
会
が
十
七
団
体
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

地
域
性
を
活
か
し
な
が
ら
保
存
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
札
幌
ウ
ポ
ポ
保
存
会
は
、
古
老
が
残
し
て

き
た
ウ
ポ
ポ
（
歌
）
や
リ
ム
セ
（
踊
り
）
の
伝
承
、
保
存
を
目
的
に
設

立
さ
れ
、
老
若
男
女
が
会
員
と
な
っ
て
共
に
技
術
の
向
上
に
励
み
、
後

継
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
弓
の
舞
、
鶴
の
舞
な
ど
ア
イ
ヌ
の
代
表
的
な
踊
り
を
中
心

に
披
露
す
る
と
共
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
ム
ッ
ク
リ
（
口

琴
）
の
演
奏
を
披
露
す
る
。

楽
器
演
奏

　

ム
ッ
ク
リ
と
呼
ぶ
口
琴
を
口
に
く
わ
え
、
素
朴
な
音
色
を
口
腔
内
で

反
響
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
演
奏
す
る
。
雨
の
音
や
風
の
音
な
ど
自
然
の

中
で
聞
こ
え
る
音
を
表
現
し
て
お
り
、
楽
譜
は
な
く
心
の
ま
ま
奏
で

る
。
弾
く
者
自
身
も
、
聞
く
者
の
心
を
癒
す
。

ウ
ポ
ポ
、
リ
ム
セ

　

動
物
の
動
き
を
表
現
し
た
「
サ
ロ
ル
ン
リ
ム
セ
（
鶴
の
舞
）」、
祭
事

の
た
め
に
使
う
お
酒
作
り
に
歌
わ
れ
る
「
酒
作
り
の
歌
」
作
業
歌
舞
、

男
性
の
勇
壮
な
踊
り
が
見
所
の
、「
ク 

リ
ム
セ
（
弓
の
舞
）」
な
ど
数
曲

を
演
じ
る
。

ア
イ
ヌ
の
自
然
観
・
そ
し
て
文
化
を
歌
と
踊
り
で
感
じ
ら
れ
る
歌
舞
を

披
露
す
る
。

早
坂　

雅
賀　
　

藤
岡
千
代
美　
　

早
坂　

ユ
カ

新
谷
由
美
子　
　

川
上　
　

恵　
　

川
上　

夏
希

今
井　

里
恵

六
、  

出
演
者
名

五
、  

上
演
演
目
の
特
色
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地
元
の
産
土
神
に
感
謝
す
る
伝
統
息
づ
く
津
軽
の
獅
子
踊
　【
青
森
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

尾
崎
獅
子（
熊
）踊

お    

さ
き    

し      

し         

く
ま      

お
ど
り

尾
崎
獅
子
踊
保
存
会
　
会
長
　
中
嶋
　
貴
憲

青  森

青森県平川市尾崎

青
森
県
平
川
市
尾
崎

（
１
）
獅
子
起
こ
し

　

農
作
業
を
始
め
る
前
に
行
う
。
現
在
で
は
四
月
中
旬
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
時
と
、
獅
子
納
め
に
は
踊
ら
な
い
。

（
２
）
平
川
市
連
合
獅
子
踊
保
存
会
に
よ
る
巡
回
競
演

　

六
月
に
旧
平
賀
町
の
獅
子
踊
六
団
体
が
、
獅
子
踊
発
表
会
を
毎
年
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る
。

（
３
）
猿
賀
神
社
大
祭
奉
納
県
下
獅
子
踊
大
会

　

旧
八
月
十
四
日
同
神
社
の
ヨ
ミ
ヤ
に
行
わ
れ
る
同
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。

（
４
）
墓
踊

　

古
く
は
、
旧
八
月
十
六
日
に
十
六
夜
踊
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
二

十
年
位
前
か
ら
九
月
初
旬
の
日
曜
日
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

（
５
）
地
蔵
様
踊

　

尾
崎
に
は
地
蔵
が
五
カ
所
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
の

老
女
達
が
中
心
と
な
っ
て
世
話
を
し
て
お
り
、
十
月
の
第
一
週
の
金
曜
日

か
ら
日
曜
日
の
三
日
間
の
夜
に
地
蔵
を
祀
っ
て
い
る
小
祠
の
前
で
行
っ
て

い
る
。

（
６
）
獅
子
納
め

　

収
穫
後
に
行
う
。
現
在
で
は
十
月
下
旬
の
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

（
７
）
そ
の
他

　

新
築
祝
い
、
通
夜
や
商
店
等
の
催
事
な
ど
に
も
頼
ま
れ
る
と
行
う
。

　

藩
政
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
記
録
等
が
な
い
た
め

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
人
立
ち
三
匹
獅
子
で
あ
り
、
雄
獅
子
、
中
獅
子
、
雌
獅
子
と
オ
カ
シ

コ
、
囃
子
方
は
笛
、
太
鼓
、
手
平
鉦
と
唄
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

演
目
は
、
庭
踊
、
橋
踊
、
山
踊
の
三
種
類
が
あ
り
、
山
踊
は
追
込
の
踊

り
、
瀬
踏
み
の
踊
、
山
入
り
の
踊
、
山
分
け
（
山
掛
け
と
も
い
う
）
の
踊
、

注
連
縄
踊
、
歓
喜
の
踊
、
女
獅
子
争
い
の
踊
、
狂
乱
の
踊
、
和
楽
の
踊
、

お
暇
乞
い
の
踊
、
参
進
の
踊
と
な
っ
て
い
る
。

　

獅
子
踊
は
津
軽
地
方
に
広
く
分
布
し
、
そ
の
形
態
や
踊
の
違
い
に
よ
っ

て
熊
獅
子
と
鹿
獅
子
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
尾
崎
は
熊
獅
子
で
あ
り
、

短
角
の
角
で
、
重
厚
な
踊
で
あ
る
。

　

山
踊
は
、
猿
面
を
付
け
た
オ
カ
シ
コ
が
鉦
を
撥
で
叩
き
な
が
ら
面
白
お

か
し
く
三
匹
の
獅
子
を
三
本
の
笹
と
ヒ
バ
の
葉
で
作
っ
た
ヤ
マ
を
目
指
し

て
誘
導
し
て
行
く
。

　

山
に
つ
く
と
、
雄
獅
子
が
危
険
が
な
い
か
調
べ
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を

他
の
二
匹
の
獅
子
に
教
え
る
。
中
獅
子
が
再
度
ヤ
マ
を
偵
察
し
中
に
入

る
。
オ
カ
シ
コ
が
他
の
二
匹
を
ヤ
マ
に
誘
導
し
、
山
に
張
ら
れ
た
注
連
縄

を
解
き
、
三
本
の
ヤ
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
が
担
い
で
踊
る
。

　

そ
の
後
、
中
獅
子
が
雄
獅
子
を
眠
ら
せ
雌
獅
子
を
隠
す
。
オ
カ
シ
コ

が
、
雄
獅
子
を
起
こ
す
と
雌
獅
子
が
い
な
い
の
に
気
づ
き
探
し
回
る
。
雄

獅
子
が
雌
獅
子
を
見
つ
け
、
中
獅
子
と
争
う
。
オ
カ
シ
コ
が
仲
裁
に
入

り
、
和
解
し
踊
る
。
オ
カ
シ
コ
が
先
導
し
里
に
帰
る
。

雄
獅
子　
　
　

八
木
橋
心
弥　
　

中
嶋　

貴
憲

雌
獅
子　
　
　

古
川　

量
太

オ
カ
シ
コ　
　

工
藤　

隆
司

笛　
　
　
　
　

工
藤　

彰
美　
　

佐
藤　

運
浩　
　

進
藤　

孝
治

　
　
　
　
　
　

小
山
内
巨
樹

鉦　
　
　
　
　

八
木
橋
範
将　
　

斎
藤　

憲
法

太
鼓　
　
　
　

葛
西　

幸
八　
　

小
山
内
昌
祐

歌　
　
　
　
　

斎
藤　

憲
法

世
話
役　
　
　

小
山
内　

悟　
　

工
藤　

範
晃　
　

船
水　
　

忍

　
　
　
　
　
　

三
浦　

純
一　
　

三
浦　

哲
哉　
　

工
藤　

聖
彰

三
、  

由
　
来

四
、  

芸
能
の
構
成
と
内
容

二
、  

行
わ
れ
て
い
る
時
期
と
場
所

一
、  
所
在
地



9 第６１回 民俗芸能大会［北海道・東北ブロック］ 

青
森
県
平
川
市
尾
崎

（
１
）
獅
子
起
こ
し

　

農
作
業
を
始
め
る
前
に
行
う
。
現
在
で
は
四
月
中
旬
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
時
と
、
獅
子
納
め
に
は
踊
ら
な
い
。

（
２
）
平
川
市
連
合
獅
子
踊
保
存
会
に
よ
る
巡
回
競
演

　

六
月
に
旧
平
賀
町
の
獅
子
踊
六
団
体
が
、
獅
子
踊
発
表
会
を
毎
年
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る
。

（
３
）
猿
賀
神
社
大
祭
奉
納
県
下
獅
子
踊
大
会

　

旧
八
月
十
四
日
同
神
社
の
ヨ
ミ
ヤ
に
行
わ
れ
る
同
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。

（
４
）
墓
踊

　

古
く
は
、
旧
八
月
十
六
日
に
十
六
夜
踊
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
二

十
年
位
前
か
ら
九
月
初
旬
の
日
曜
日
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

（
５
）
地
蔵
様
踊

　

尾
崎
に
は
地
蔵
が
五
カ
所
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
の

老
女
達
が
中
心
と
な
っ
て
世
話
を
し
て
お
り
、
十
月
の
第
一
週
の
金
曜
日

か
ら
日
曜
日
の
三
日
間
の
夜
に
地
蔵
を
祀
っ
て
い
る
小
祠
の
前
で
行
っ
て

い
る
。

（
６
）
獅
子
納
め

　

収
穫
後
に
行
う
。
現
在
で
は
十
月
下
旬
の
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

（
７
）
そ
の
他

　

新
築
祝
い
、
通
夜
や
商
店
等
の
催
事
な
ど
に
も
頼
ま
れ
る
と
行
う
。

　

藩
政
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
記
録
等
が
な
い
た
め

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
人
立
ち
三
匹
獅
子
で
あ
り
、
雄
獅
子
、
中
獅
子
、
雌
獅
子
と
オ
カ
シ

コ
、
囃
子
方
は
笛
、
太
鼓
、
手
平
鉦
と
唄
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

演
目
は
、
庭
踊
、
橋
踊
、
山
踊
の
三
種
類
が
あ
り
、
山
踊
は
追
込
の
踊

り
、
瀬
踏
み
の
踊
、
山
入
り
の
踊
、
山
分
け
（
山
掛
け
と
も
い
う
）
の
踊
、

注
連
縄
踊
、
歓
喜
の
踊
、
女
獅
子
争
い
の
踊
、
狂
乱
の
踊
、
和
楽
の
踊
、

お
暇
乞
い
の
踊
、
参
進
の
踊
と
な
っ
て
い
る
。

　

獅
子
踊
は
津
軽
地
方
に
広
く
分
布
し
、
そ
の
形
態
や
踊
の
違
い
に
よ
っ

て
熊
獅
子
と
鹿
獅
子
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
尾
崎
は
熊
獅
子
で
あ
り
、

短
角
の
角
で
、
重
厚
な
踊
で
あ
る
。

　

山
踊
は
、
猿
面
を
付
け
た
オ
カ
シ
コ
が
鉦
を
撥
で
叩
き
な
が
ら
面
白
お

か
し
く
三
匹
の
獅
子
を
三
本
の
笹
と
ヒ
バ
の
葉
で
作
っ
た
ヤ
マ
を
目
指
し

て
誘
導
し
て
行
く
。

　

山
に
つ
く
と
、
雄
獅
子
が
危
険
が
な
い
か
調
べ
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を

他
の
二
匹
の
獅
子
に
教
え
る
。
中
獅
子
が
再
度
ヤ
マ
を
偵
察
し
中
に
入

る
。
オ
カ
シ
コ
が
他
の
二
匹
を
ヤ
マ
に
誘
導
し
、
山
に
張
ら
れ
た
注
連
縄

を
解
き
、
三
本
の
ヤ
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
が
担
い
で
踊
る
。

　

そ
の
後
、
中
獅
子
が
雄
獅
子
を
眠
ら
せ
雌
獅
子
を
隠
す
。
オ
カ
シ
コ

が
、
雄
獅
子
を
起
こ
す
と
雌
獅
子
が
い
な
い
の
に
気
づ
き
探
し
回
る
。
雄

獅
子
が
雌
獅
子
を
見
つ
け
、
中
獅
子
と
争
う
。
オ
カ
シ
コ
が
仲
裁
に
入

り
、
和
解
し
踊
る
。
オ
カ
シ
コ
が
先
導
し
里
に
帰
る
。

雄
獅
子　
　
　

八
木
橋
心
弥　
　

中
嶋　

貴
憲

雌
獅
子　
　
　

古
川　

量
太

オ
カ
シ
コ　
　

工
藤　

隆
司

笛　
　
　
　
　

工
藤　

彰
美　
　

佐
藤　

運
浩　
　

進
藤　

孝
治

　
　
　
　
　
　

小
山
内
巨
樹

鉦　
　
　
　
　

八
木
橋
範
将　
　

斎
藤　

憲
法

太
鼓　
　
　
　

葛
西　

幸
八　
　

小
山
内
昌
祐

歌　
　
　
　
　

斎
藤　

憲
法

世
話
役　
　
　

小
山
内　

悟　
　

工
藤　

範
晃　
　

船
水　
　

忍

　
　
　
　
　
　

三
浦　

純
一　
　

三
浦　

哲
哉　
　

工
藤　

聖
彰

六
、  

出
演
者
名

五
、  

上
演
演
目
の
特
色
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秋
田
県
能
代
市
二
ツ
井
町
切
石

　

秋
田
県
能
代
市
二
ツ
井
町
切
石
地
区
内
の
数
ヶ
所
で
毎
年
八
月
十
三

日
、
十
四
日
両
日
午
後
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　

口
伝
に
よ
る
が
、
佐
竹
義
宣
公
が
常
陸
か
ら
秋
田
へ
遷
封
の
際
、
随

従
し
て
き
た
道
地
村
の
藤
原
一
族
の
間
に
踊
り
伝
え
ら
れ
る
さ
さ
ら
踊

り
に
由
来
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
当
地
に
伝
わ
っ
た
の
は
お
よ
そ
四
百

年
前
の
よ
う
で
あ
る
。
明
治
期
に
約
二
十
五
年
ほ
ど
途
切
れ
た
も
の
の
、

先
人
の
努
力
に
よ
り
復
活
し
た
。
現
在
は
踊
り
手
で
あ
る
若
勢
の
減
少

を
お
ぎ
な
う
為
に
子
供
達
（
小
学
四
年
生
以
上
男
女
）
に
も
伝
承
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
年
に
秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

演
目
に
は
大
名
行
列
、
獅
子
舞
、
奴
舞
、
万
歳
、
棒
術
が
あ
る
。
舞

の
勇
壮
さ
と
拍
子
の
メ
リ
ハ
リ
に
特
徴
が
あ
る
。
盆
に
は
切
石
地
区
内

で
、
先
祖
供
養
と
豊
作
祈
願
、
人
び
と
の
楽
し
み
の
た
め
と
し
て
演
じ

ら
れ
て
い
る
。 

　

獅
子
舞
は
一
人
立
ち
三
頭
獅
子
舞
で
、
男
獅
子
、
中
獅
子
、
女
獅
子

が
い
る
。 

　

奴
舞
の
演
目
は
、
ま
わ
り
奴
・
十
六
拍
子
・
桜
奴
・
お
ど
り
奴
・
振
奴
・

綾
奴
・
む
じ
り
奴
・
ち
ら
し
奴
・
田
代
振
奴
・
綾
振
り
奴
・
扇
奴
・
す

く
り
さ
ん
ば
・
か
ん
む
り
奴
・
花
奴
・
流
し
奴
・
阿
仁
拍
子
・
と
ぎ
奴
・

さ
ん
ば
さ
・
さ
つ
ま
奴
・
山
の
神
・
切
り
奴
・
諸
三
拍
子
・
ぶ
っ
こ
み

奴
が
あ
る
。 

　

万
歳
は
太
夫
才
蔵
の
二
人
で
掛
け
合
い
の
万
歳
を
お
こ
な
う
。
演
目

は
御
国
万
歳
で
あ
る
が
、
現
在
は
休
止
中
で
あ
る
。

　

囃
子
は
笛
と
太
鼓
と
唄
で
あ
る
。 

　

棒
術
は
も
と
は
棒
使
い
と
い
い
、
演
目
に
は
数
種
が
あ
る
。

獅
子
舞

　

男
獅
子
と
中
獅
子
が
女
獅
子
を
奪
い
合
う
と
い
う
物
語
を
表
す
。
跳

躍
が
激
し
い
。 

棒
術

　

奴
の
踊
り
手
が
、
六
尺
の
棒
を
持
ち
相
対
し
、
ぶ
つ
け
合
う
。 

奴
舞

　

揃
い
の
浴
衣
に
鉢
巻
タ
ス
キ
姿
。
踊
り
の
種
類
に
よ
っ
て
、
扇
と
綾

竹
を
持
つ
。
身
体
を
大
き
く
使
い
、
勇
壮
で
あ
る
。

統
括　
　
　

工
藤　
　

晃

獅
子　
　
　

畑
中　

勝
弥　
　

松
島　

一
穂

　
　
　
　
　

桜
田　

大
地

奴　
　
　
　

佐
藤　

久
光　
　

畑
中　
　

悟

　
　
　
　
　

工
藤　

武
嗣　
　

工
藤　

隆
博

　
　
　
　
　

桜
田　

春
樹　
　

石
山　

久
敏

　
　
　
　
　

佐
藤　

友
弥　
　

工
藤　
　

牧

唄　
　
　
　

畑
中　
　

悟　
　

佐
藤　

賢
幸

笛　
　
　
　

工
藤　
　

晃　
　

松
島　

義
文

太
鼓　
　
　

佐
藤　

金
弥

世
話
人　
　

森
田　

良
三

笛
や
太
鼓
、歌
と
一
体
に
な
り
激
し
く
舞
う
　【
秋
田
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

切
石
さ
さ
ら
踊

き
り    

い
し

お
ど
り

切
石
郷
土
芸
術
振
興
会
　
会
長
　
工
藤
　
晃

秋  田

秋田県能代市
二ツ井町切石

三
、  

由
　
来

四
、  

芸
能
の
構
成
と
内
容

二
、  

行
わ
れ
て
い
る
時
期
と
場
所

一
、  
所
在
地
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秋
田
県
能
代
市
二
ツ
井
町
切
石

　

秋
田
県
能
代
市
二
ツ
井
町
切
石
地
区
内
の
数
ヶ
所
で
毎
年
八
月
十
三

日
、
十
四
日
両
日
午
後
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　

口
伝
に
よ
る
が
、
佐
竹
義
宣
公
が
常
陸
か
ら
秋
田
へ
遷
封
の
際
、
随

従
し
て
き
た
道
地
村
の
藤
原
一
族
の
間
に
踊
り
伝
え
ら
れ
る
さ
さ
ら
踊

り
に
由
来
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
当
地
に
伝
わ
っ
た
の
は
お
よ
そ
四
百

年
前
の
よ
う
で
あ
る
。
明
治
期
に
約
二
十
五
年
ほ
ど
途
切
れ
た
も
の
の
、

先
人
の
努
力
に
よ
り
復
活
し
た
。
現
在
は
踊
り
手
で
あ
る
若
勢
の
減
少

を
お
ぎ
な
う
為
に
子
供
達
（
小
学
四
年
生
以
上
男
女
）
に
も
伝
承
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
年
に
秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

演
目
に
は
大
名
行
列
、
獅
子
舞
、
奴
舞
、
万
歳
、
棒
術
が
あ
る
。
舞

の
勇
壮
さ
と
拍
子
の
メ
リ
ハ
リ
に
特
徴
が
あ
る
。
盆
に
は
切
石
地
区
内

で
、
先
祖
供
養
と
豊
作
祈
願
、
人
び
と
の
楽
し
み
の
た
め
と
し
て
演
じ

ら
れ
て
い
る
。 

　

獅
子
舞
は
一
人
立
ち
三
頭
獅
子
舞
で
、
男
獅
子
、
中
獅
子
、
女
獅
子

が
い
る
。 

　

奴
舞
の
演
目
は
、
ま
わ
り
奴
・
十
六
拍
子
・
桜
奴
・
お
ど
り
奴
・
振
奴
・

綾
奴
・
む
じ
り
奴
・
ち
ら
し
奴
・
田
代
振
奴
・
綾
振
り
奴
・
扇
奴
・
す

く
り
さ
ん
ば
・
か
ん
む
り
奴
・
花
奴
・
流
し
奴
・
阿
仁
拍
子
・
と
ぎ
奴
・

さ
ん
ば
さ
・
さ
つ
ま
奴
・
山
の
神
・
切
り
奴
・
諸
三
拍
子
・
ぶ
っ
こ
み

奴
が
あ
る
。 

　

万
歳
は
太
夫
才
蔵
の
二
人
で
掛
け
合
い
の
万
歳
を
お
こ
な
う
。
演
目

は
御
国
万
歳
で
あ
る
が
、
現
在
は
休
止
中
で
あ
る
。

　

囃
子
は
笛
と
太
鼓
と
唄
で
あ
る
。 

　

棒
術
は
も
と
は
棒
使
い
と
い
い
、
演
目
に
は
数
種
が
あ
る
。

獅
子
舞

　

男
獅
子
と
中
獅
子
が
女
獅
子
を
奪
い
合
う
と
い
う
物
語
を
表
す
。
跳

躍
が
激
し
い
。 

棒
術

　

奴
の
踊
り
手
が
、
六
尺
の
棒
を
持
ち
相
対
し
、
ぶ
つ
け
合
う
。 

奴
舞

　

揃
い
の
浴
衣
に
鉢
巻
タ
ス
キ
姿
。
踊
り
の
種
類
に
よ
っ
て
、
扇
と
綾

竹
を
持
つ
。
身
体
を
大
き
く
使
い
、
勇
壮
で
あ
る
。

統
括　
　
　

工
藤　
　

晃

獅
子　
　
　

畑
中　

勝
弥　
　

松
島　

一
穂

　
　
　
　
　

桜
田　

大
地

奴　
　
　
　

佐
藤　

久
光　
　

畑
中　
　

悟

　
　
　
　
　

工
藤　

武
嗣　
　

工
藤　

隆
博

　
　
　
　
　

桜
田　

春
樹　
　

石
山　

久
敏

　
　
　
　
　

佐
藤　

友
弥　
　

工
藤　
　

牧

唄　
　
　
　

畑
中　
　

悟　
　

佐
藤　

賢
幸

笛　
　
　
　

工
藤　
　

晃　
　

松
島　

義
文

太
鼓　
　
　

佐
藤　

金
弥

世
話
人　
　

森
田　

良
三

六
、  

出
演
者
名

五
、  

上
演
演
目
の
特
色
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百
年
以
上
続
く
、 

早
池
峰
岳
神
楽
最
後
の
直
弟
子
神
楽
　【
岩
手
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

早
池
峰
岳
流
浮
田
神
楽

は
や    

ち      

ね    

た
け  

り
ゅ
う 

う
き     

た     

か  

ぐ  

ら

早
池
峰
岳
流
浮
田
神
楽
保
存
会

会
長
　
佐
々
木
　
孝
男

岩  手

岩手県花巻市上浮田

岩
手
県
花
巻
市
上
浮
田
四
区
九
八

一
月
一
日
　
　
こ
う
じ
ん
じ
ゃ

幸
神
社
元
旦
祭
（
花
巻
市
東
和
町
）、
門
権
現

八
月
一
日
　
　
早
池
峰
神
社
例
大
祭
（
花
巻
市
大
迫
町
内
川
目
）

九
月
五
日
　
　
幸
神
社
例
大
祭
（
花
巻
市
東
和
町
）

十
二
月
五
日
　
幸
神
社
年
越
祭
（
花
巻
市
東
和
町
）
等
。

そ
の
他
、
各
種
祭
や
神
楽
大
会
、
結
婚
式
、
新
宅
祝
等
。

　
東
和
町
浮
田
集
落
に
伝
承
さ
れ
る
岳
流
浮
田
神
楽
（
以
下
「
浮
田
神
楽
」

と
い
う
。）
の
成
立
は
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
と
さ
れ
、
同
年
二
月
に

早
池
峰
岳
神
楽
（
以
下
「
岳
神
楽
」
と
い
う
。
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）

年
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
・
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
）か
ら
授
け
ら
れ
た「
奥
付
書
」が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
浮
田
神
楽
は
、
岳
神
楽
の
最
後
の
直
弟
子
神
楽
で
あ
る
。
浮
田
集
落
の

佐
々
木
ち
ゅ
う
こ
う

忠
孝
氏
と
阿
部
藤
蔵
氏
の
二
人
が
、
鎮
守
「
幸
神
社
」（
上
浮
田
）

の
奉
納
神
楽
の
確
立
の
た
め
に
岳
神
楽
に
弟
子
入
り
し
、
岳
の
伊
藤
巳
太

郎
氏
を
師
匠
と
し
て
、
農
家
の
長
男
で
あ
っ
た
七
名
の
若
者
で
神
楽
を
始

め
た
。

　
浮
田
神
楽
の
成
立
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、

岳
神
楽
と
の
師
弟
関
係
を
基
盤
に
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
神
楽
を
継
続
し

て
い
る
。

　
浮
田
神
楽
で
は
、
早
池
峰
流
の
「
式
舞
」「
神
舞
」「
女
舞
」「
荒
舞
」「
番

楽
舞
」「
狂
言
」「
権
現
舞
」の
う
ち
三
十
二
演
目
を
現
在
伝
承
し
て
い
る
。「
権

現
舞
」
は
特
に
重
要
な
祈
祷
の
舞
と
さ
れ
、「
下
舞
」
と
と
も
に
最
後
に
舞

わ
れ
る
。

　
神
楽
の
演
目
を
以
下
に
記
す
。

〈
現
在
の
演
目
〉（
平
成
二
十
九
年
）

「
権
現
舞
」「
下
舞
」「
鳥
舞（
表
・
二
人
舞
）」「
鳥
舞（
裏
・
四
人
舞
）」「
翁
」「
三

番
叟
」「
裏
三
番
叟
」「
八
幡
舞（
表
・
二
人
舞
）」「
八
幡
舞（
裏
・
四
人
舞
）」「
山

の
神
」「
岩
戸
開
き（
表
・
五
人
舞
）」「
岩
戸
開
き（
裏
・
六
人
舞
）」「
松
迎
」「
ま

ね
三
番
」「
小
山
の
神
」「
岩
戸
開
き
五
人
舞
」「
五
穀
舞
」「
女
五
穀
」「
水

神
の
舞
」「
竜
殿
」「
悪
神
退
治
」「
尊
揃
」「
天
王
」「
稲
田
姫
」「
天
降
り
」「
天

女
」「
汐
汲
み
」「
注
連
切
」「
三
韓
」「
鞍
馬
の
舞
」「
鐘
巻
」

　
神
楽
を
正
式
に
舞
う
場
合
は
、
最
初
に
「
打
ち
鳴
ら
し
」
と
い
う
神
降

ろ
し
の
儀
式
を
行
う
。
そ
の
後
に
必
ず
「
式
舞
」
と
い
う
六
番
（
式
六
番
）

を
舞
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
式
舞
」
が
終
わ
る
と
、「
神
舞
」「
女

舞
」「
荒
舞
」「
番
楽
舞
」等
の
中
か
ら
数
番
選
ん
で
舞
い
、
時
に
は「
狂
言
」

も
入
れ
る
。
最
後
に
、「
下
舞
」
と
「
権
現
舞
」
を
必
ず
舞
う
の
が
早
池
峰

神
楽
の
特
徴
で
あ
る
。
浮
田
神
楽
は
、
岳
神
楽
の
演
目
を
舞
の
形
を
崩
さ

ず
習
得
し
て
お
り
、
上
記
の
構
成
で
神
楽
を
行
う
。

山
の
神
舞

　「
山
の
神
」
と
は
、
お
お
や
ま
つ
み
の
み
こ
と

大
山
祗
命
の
こ
と
で
、
春
は
里
に
降
っ
て
農
業
の
神

と
な
り
、
秋
に
は
山
へ
帰
っ
て
山
の
神
様
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
舞
は
、
山
の
神
の
本
地
を
語
り
、
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
り
、
悪
魔
を
祓

う
も
の
で
あ
る
。
舞
手
は
、
六
三
の
九
字
を
切
り
、
不
動
心
印
を
結
ん

で
、
厄
を
祓
い
鎮
め
る
。

謡
　
　
　
　
平
野
　
　
広

舞
手
　
　
　
小
田
島
賢
志

太
鼓
　
　
　
村
上
　
昌
美

笛
　
　
　
　
平
野
　
浩
一
　
　
　
　
　
　
　

手
平
鉦
　
　
日
下
　
公
輝
　
　
辻
　
　
正
和

幕
内
補
助
　
佐
々
木
孝
男
　
　
千
葉
　
文
男

三
、  

由
　
来

四
、  

芸
能
の
構
成
と
内
容

二
、  

行
わ
れ
て
い
る
時
期
と
場
所

一
、  
所
在
地
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浮
田
神
楽
は
、
岳
神
楽
の
最
後
の
直
弟
子
神
楽
で
あ
る
。
浮
田
集
落
の

佐
々
木
ち
ゅ
う
こ
う

忠
孝
氏
と
阿
部
藤
蔵
氏
の
二
人
が
、
鎮
守
「
幸
神
社
」（
上
浮
田
）

の
奉
納
神
楽
の
確
立
の
た
め
に
岳
神
楽
に
弟
子
入
り
し
、
岳
の
伊
藤
巳
太

郎
氏
を
師
匠
と
し
て
、
農
家
の
長
男
で
あ
っ
た
七
名
の
若
者
で
神
楽
を
始

め
た
。

　
浮
田
神
楽
の
成
立
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、

岳
神
楽
と
の
師
弟
関
係
を
基
盤
に
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
神
楽
を
継
続
し

て
い
る
。

　
浮
田
神
楽
で
は
、
早
池
峰
流
の
「
式
舞
」「
神
舞
」「
女
舞
」「
荒
舞
」「
番

楽
舞
」「
狂
言
」「
権
現
舞
」の
う
ち
三
十
二
演
目
を
現
在
伝
承
し
て
い
る
。「
権

現
舞
」
は
特
に
重
要
な
祈
祷
の
舞
と
さ
れ
、「
下
舞
」
と
と
も
に
最
後
に
舞

わ
れ
る
。

　
神
楽
の
演
目
を
以
下
に
記
す
。

〈
現
在
の
演
目
〉（
平
成
二
十
九
年
）

「
権
現
舞
」「
下
舞
」「
鳥
舞（
表
・
二
人
舞
）」「
鳥
舞（
裏
・
四
人
舞
）」「
翁
」「
三

番
叟
」「
裏
三
番
叟
」「
八
幡
舞（
表
・
二
人
舞
）」「
八
幡
舞（
裏
・
四
人
舞
）」「
山

の
神
」「
岩
戸
開
き（
表
・
五
人
舞
）」「
岩
戸
開
き（
裏
・
六
人
舞
）」「
松
迎
」「
ま

ね
三
番
」「
小
山
の
神
」「
岩
戸
開
き
五
人
舞
」「
五
穀
舞
」「
女
五
穀
」「
水

神
の
舞
」「
竜
殿
」「
悪
神
退
治
」「
尊
揃
」「
天
王
」「
稲
田
姫
」「
天
降
り
」「
天

女
」「
汐
汲
み
」「
注
連
切
」「
三
韓
」「
鞍
馬
の
舞
」「
鐘
巻
」

　
神
楽
を
正
式
に
舞
う
場
合
は
、
最
初
に
「
打
ち
鳴
ら
し
」
と
い
う
神
降

ろ
し
の
儀
式
を
行
う
。
そ
の
後
に
必
ず
「
式
舞
」
と
い
う
六
番
（
式
六
番
）

を
舞
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
式
舞
」
が
終
わ
る
と
、「
神
舞
」「
女

舞
」「
荒
舞
」「
番
楽
舞
」等
の
中
か
ら
数
番
選
ん
で
舞
い
、
時
に
は「
狂
言
」

も
入
れ
る
。
最
後
に
、「
下
舞
」
と
「
権
現
舞
」
を
必
ず
舞
う
の
が
早
池
峰

神
楽
の
特
徴
で
あ
る
。
浮
田
神
楽
は
、
岳
神
楽
の
演
目
を
舞
の
形
を
崩
さ

ず
習
得
し
て
お
り
、
上
記
の
構
成
で
神
楽
を
行
う
。

山
の
神
舞

　「
山
の
神
」
と
は
、
お
お
や
ま
つ
み
の
み
こ
と

大
山
祗
命
の
こ
と
で
、
春
は
里
に
降
っ
て
農
業
の
神

と
な
り
、
秋
に
は
山
へ
帰
っ
て
山
の
神
様
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
舞
は
、
山
の
神
の
本
地
を
語
り
、
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
り
、
悪
魔
を
祓

う
も
の
で
あ
る
。
舞
手
は
、
六
三
の
九
字
を
切
り
、
不
動
心
印
を
結
ん

で
、
厄
を
祓
い
鎮
め
る
。

謡
　
　
　
　
平
野
　
　
広

舞
手
　
　
　
小
田
島
賢
志

太
鼓
　
　
　
村
上
　
昌
美

笛
　
　
　
　
平
野
　
浩
一
　
　
　
　
　
　
　

手
平
鉦
　
　
日
下
　
公
輝
　
　
辻
　
　
正
和

幕
内
補
助
　
佐
々
木
孝
男
　
　
千
葉
　
文
男

六
、  

出
演
者
名

五
、  

上
演
演
目
の
特
色
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古
い
芸
態
を
確
か
に
受
け
継
ぐ
三
匹
獅
子
舞
と
棒
術
　【
福
島
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

絹
谷
の
獅
子
舞

き
ぬ     

や

し      

し      

ま
い

絹
谷
獅
子
舞
保
存
会
　
会
長
　
折
笠
　
東

福  島

福島県いわき市平絹谷

福
島
県
い
わ
き
市
平
絹
谷
字
諏
訪
作
二
〇
〇
番
地　

諏
訪
神
社

　

絹
谷
の
鎮
守
諏
訪
神
社
の
秋
祭
り
に
、
宵
祭
り
と
本
祭
り
の
二
日
に
わ

た
っ
て
境
内
で
行
わ
れ
る
。
祭
日
は
、
戦
前
ま
で
は
旧
暦
七
月
二
十
七
日

で
あ
っ
た
が
、
の
ち
新
暦
十
月
一
日
に
な
り
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
新
暦

九
月
の
最
終
日
曜
日
に
な
っ
た
。

　

こ
の
獅
子
舞
は
、
関
東
地
方
に
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
風
流
系
の
三

匹
獅
子
舞
の
系
統
で
あ
る
。

　

絹
谷
の
久
右
衛
門
が
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
現
在
の
い
わ
き
市
三

和
町
渡
戸
高
野
の
住
民
に
あ
て
た
と
思
わ
れ
る
「
覚
」
に
、「
百
（
桃
）

野
久
次
」
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
舞
は
同
市
の
「
渡
戸
の
獅
子
舞
」
や

双
葉
郡
川
内
村
の
「
川
内
の
獅
子
舞
」（
い
ず
れ
も
県
指
定
）
と
同
じ
流

れ
を
汲
む
も
の
で
、
当
地
に
は
寛
延
四
年
以
前
に
伝
来
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
獅
子
の
古
い
太
鼓
の
胴
内
に
「
文
政
九
戌
年
」（
一
八

二
六
）
の
銘
が
あ
る
。

　

県
内
の
獅
子
舞
の
中
で
は
、
本
県
南
会
津
町
の
「
田
島
の
三
匹
獅
子
」

と
と
も
に
、
最
も
古
風
な
芸
態
で
学
術
的
な
価
値
が
高
い
。

　

獅
子
は
雄
獅
子
・
中
獅
子
・
雌
獅
子
の
三
匹
で
、
保
存
会
員
の
男
性
が

獅
子
舞
を
行
う
。
い
ず
れ
も
獅
子
頭
を
か
ぶ
り
、
袖
口
を
三
角
模
様
に
染

め
抜
い
た
紺
の
着
物
に
た
っ
つ
け
袴
を
は
き
、
白
手
甲
、
素
足
で
太
鼓
を

つ
け
る
。
原
則
と
し
て
初
め
に
雌
獅
子
を
舞
い
、
中
獅
子
、
雄
獅
子
と
進

む
。
ほ
か
に
踊
り
手
と
し
て
、
は
だ
し
で
布
面
を
つ
け
大
団
扇
と
祝
い
棒

を
持
つ
道
化
役
の
ト
ウ
ロ
ク
が
二
〜
三
名
い
る
。

　

演
目
は
、
獅
子
舞
が「
花
吸
い
の
舞
」「
狂
い
の
舞
」「
弓
の
舞
」の
三
種
、

棒
術
は
二
名
が
木
刀
と
棒
で
相
対
す
る
も
の
で
六
番
あ
る
。
最
初
に
棒
術

二
番
、
次
に
「
花
吸
い
の
舞
」、
再
び
棒
術
二
番
、「
狂
い
の
舞
」、
棒
術

二
番
、
最
後
に
「
弓
の
舞
」
を
演
じ
る
。

　
「
花
吸
い
の
舞
」
は
、
花
籠
を
前
に
し
て
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
、
そ
の

後
ろ
に
雌
獅
子
が
立
っ
て
舞
い
、
花
籠
も
巡
る
。「
狂
い
の
舞
」
は
、
や

は
り
花
籠
が
立
つ
。
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
争
い
、
最
初
に
雄
獅
子
、
次
に

中
獅
子
が
倒
れ
、
最
後
に
仲
直
り
を
す
る
と
い
う
、「
雌
獅
子
奪
い
」
の

典
型
的
な
芸
態
で
あ
る
。「
弓
の
舞
」
は
、
最
初
に
花
籠
が
立
ち
、
ま
も

な
く
弓
二
張
と
入
れ
代
わ
る
。
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
、
弓
を
間
に
し
て
力

強
く
舞
う
。

　

舞
庭
に
は
、
富
士
山
麓
で
の
源
頼
朝
の
牧
狩
り
を
描
い
た
大
幕
を
下
げ

る
。
こ
れ
に
は
「
天
保
二
辛
龍
次  

卯
七
月
吉
辰
」（
一
八
三
一
）
と
「
岩

城
絹
谷
村  

若
者
連  

泉
崎
村  

染
師
仁
左
衛
門
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ

れ
は
い
わ
き
市
指
定
の
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）
で
あ
る
。

棒
術

　

二
名
が
木
刀
と
棒
に
よ
る
棒
術
を
二
番
演
じ
る
。

狂
い
の
舞

　

花
籠
が
二
名
立
つ
。
雌
獅
子
奪
い
で
、
雄
獅
子
、
次
に
中
獅
子
の
順
で

倒
れ
、
最
後
に
仲
直
り
を
す
る
。

総
括
責
任
者　
　

鈴
木　

宏
一

提
灯　
　
　
　
　

鈴
木　
　

滋　

花
籠　
　
　
　
　

渡
邉　

一
弘　
　

鈴
木　
　

守

棒　
　
　
　
　
　

吉
田　

良
平

太
刀　
　
　
　
　

田
中　

智
康　

獅
子　
　
　
　
　

高
田　

真
人　
　

渡
邉　
　

忍　
　

相
川　

朋
生

付
太
鼓　
　
　
　

松
﨑　

勝
正　

 

（
渡
邉　
　

忍
）

笛　
　
　
　
　
　

高
田　

光
一　
　

渡
邉　
　

定　
　

後
藤　

光
男

ト
ウ
ロ
ク　
　
　

松
﨑　

正
義　
　

渡
邉　

富
彦

お
清
め　
　
　
　

渡
邉　

貴
裕　

世
話
役　
　
　
　

渡
邉　

和
彦　
　

折
笠　
　

東

三
、  

由
　
来

四
、  

芸
能
の
構
成
と
内
容

二
、  

行
わ
れ
て
い
る
時
期
と
場
所

一
、  
所
在
地
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れ
を
汲
む
も
の
で
、
当
地
に
は
寛
延
四
年
以
前
に
伝
来
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
獅
子
の
古
い
太
鼓
の
胴
内
に
「
文
政
九
戌
年
」（
一
八

二
六
）
の
銘
が
あ
る
。

　

県
内
の
獅
子
舞
の
中
で
は
、
本
県
南
会
津
町
の
「
田
島
の
三
匹
獅
子
」

と
と
も
に
、
最
も
古
風
な
芸
態
で
学
術
的
な
価
値
が
高
い
。

　

獅
子
は
雄
獅
子
・
中
獅
子
・
雌
獅
子
の
三
匹
で
、
保
存
会
員
の
男
性
が

獅
子
舞
を
行
う
。
い
ず
れ
も
獅
子
頭
を
か
ぶ
り
、
袖
口
を
三
角
模
様
に
染

め
抜
い
た
紺
の
着
物
に
た
っ
つ
け
袴
を
は
き
、
白
手
甲
、
素
足
で
太
鼓
を

つ
け
る
。
原
則
と
し
て
初
め
に
雌
獅
子
を
舞
い
、
中
獅
子
、
雄
獅
子
と
進

む
。
ほ
か
に
踊
り
手
と
し
て
、
は
だ
し
で
布
面
を
つ
け
大
団
扇
と
祝
い
棒

を
持
つ
道
化
役
の
ト
ウ
ロ
ク
が
二
〜
三
名
い
る
。

　

演
目
は
、
獅
子
舞
が「
花
吸
い
の
舞
」「
狂
い
の
舞
」「
弓
の
舞
」の
三
種
、

棒
術
は
二
名
が
木
刀
と
棒
で
相
対
す
る
も
の
で
六
番
あ
る
。
最
初
に
棒
術

二
番
、
次
に
「
花
吸
い
の
舞
」、
再
び
棒
術
二
番
、「
狂
い
の
舞
」、
棒
術

二
番
、
最
後
に
「
弓
の
舞
」
を
演
じ
る
。

　
「
花
吸
い
の
舞
」
は
、
花
籠
を
前
に
し
て
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
、
そ
の

後
ろ
に
雌
獅
子
が
立
っ
て
舞
い
、
花
籠
も
巡
る
。「
狂
い
の
舞
」
は
、
や

は
り
花
籠
が
立
つ
。
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
争
い
、
最
初
に
雄
獅
子
、
次
に

中
獅
子
が
倒
れ
、
最
後
に
仲
直
り
を
す
る
と
い
う
、「
雌
獅
子
奪
い
」
の

典
型
的
な
芸
態
で
あ
る
。「
弓
の
舞
」
は
、
最
初
に
花
籠
が
立
ち
、
ま
も

な
く
弓
二
張
と
入
れ
代
わ
る
。
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
、
弓
を
間
に
し
て
力

強
く
舞
う
。

　

舞
庭
に
は
、
富
士
山
麓
で
の
源
頼
朝
の
牧
狩
り
を
描
い
た
大
幕
を
下
げ

る
。
こ
れ
に
は
「
天
保
二
辛
龍
次  

卯
七
月
吉
辰
」（
一
八
三
一
）
と
「
岩

城
絹
谷
村  

若
者
連  

泉
崎
村  

染
師
仁
左
衛
門
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ

れ
は
い
わ
き
市
指
定
の
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）
で
あ
る
。

棒
術

　

二
名
が
木
刀
と
棒
に
よ
る
棒
術
を
二
番
演
じ
る
。

狂
い
の
舞

　

花
籠
が
二
名
立
つ
。
雌
獅
子
奪
い
で
、
雄
獅
子
、
次
に
中
獅
子
の
順
で

倒
れ
、
最
後
に
仲
直
り
を
す
る
。

総
括
責
任
者　
　

鈴
木　

宏
一

提
灯　
　
　
　
　

鈴
木　
　

滋　

花
籠　
　
　
　
　

渡
邉　

一
弘　
　

鈴
木　
　

守

棒　
　
　
　
　
　

吉
田　

良
平

太
刀　
　
　
　
　

田
中　

智
康　

獅
子　
　
　
　
　

高
田　

真
人　
　

渡
邉　
　

忍　
　

相
川　

朋
生

付
太
鼓　
　
　
　

松
﨑　

勝
正　

 

（
渡
邉　
　

忍
）

笛　
　
　
　
　
　

高
田　

光
一　
　

渡
邉　
　

定　
　

後
藤　

光
男

ト
ウ
ロ
ク　
　
　

松
﨑　

正
義　
　

渡
邉　

富
彦

お
清
め　
　
　
　

渡
邉　

貴
裕　

世
話
役　
　
　
　

渡
邉　

和
彦　
　

折
笠　
　

東

六
、  

出
演
者
名

五
、  

上
演
演
目
の
特
色
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宮
城
県
塩
竈
市
一
森
山
一
番
一
号　

鹽
竈
神
社
所
在
地

宮
城
県
塩
竈
市
東
玉
川
町
二
番
三
十
六
号　

文
化
財
所
在
地

　

主
な
活
動
と
し
て
、鹽
竈
神
社
及
び
市
内
二
ヵ
所
の
神
社
の
祭
礼
に
お
い

て
神
楽
を
奉
納
し
て
い
る
。

　
・
歳
旦
祭（
十
二
月
三
十
一
日
〜
一
月
一
日
）

　
・
節
分
祭（
二
月
三
日
）　　
　
　
　
・
帆
手
祭
り（
三
月
十
日
）

　
・
花
祭
り（
四
月
第
四
日
曜
日
）　　
・
お
田
植
祭（
五
月
第
二
土
曜
日
）

　
・
御
釜
神
社
例
祭（
七
月
五
日
）　　
・
鹽
竈
神
社
例
祭（
七
月
十
日
）

　
・み
な
と
祭
り（
七
月
海
の
日
）　　

  

・祓
ケ
崎
神
社
例
祭（
七
月
二
十
七
日
）

　
・
講
社
大
祭（
十
月
）　　
　
　
　
　
・
七
五
三
祭（
十
一
月
）

　
・
新
嘗
祭（
十
一
月
勤
労
感
謝
の
日
）

　

こ
の
他
、福
祉
施
設
へ
の
慰
問
、塩
竈
市
高
齢
者
ま
つ
り
や
塩
竈
市
社

会
教
育
課
の
事
業
へ
の
参
加
等
塩
竈
市
が
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
随

時
出
演
し
て
い
る
。ま
た
、後
継
者
育
成
と
し
て
、塩
竈
市
立
第
三
中
学
校

（
郷
土
芸
能
部
）及
び
同
第
三
小
学
校（
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
部
）へ
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

塩
竈
市
は
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
、仙
台
市
と
日
本
三
景
で
知
ら
れ
る
松
島

と
の
中
間
に
位
置
し
、奥
州
一
の
宮
、鹽
竈
神
社
の
門
前
町
と
し
て
、ま
た
、

古
く
は
陸
奥
の
国
府
多
賀
城
へ
の
荷
揚
げ
港
と
し
て
、藩
政
時
代
に
は
伊
達

藩
の
港
と
し
て
、明
治
以
降
は
国
内
有
数
の
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
栄
え

て
き
た
。

　

鹽
竈
神
社
は
塩
竈
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、東
北
開
拓
の
守
護
神
と
し

て
、古
代
よ
り
朝
廷
を
始
め
地
域
住
民
の
精
神
的
支
え
と
し
て
信
仰
さ
れ
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
神
楽
の
奉
納
舞
台
は
鹽
竈
神
社
の
舞
殿
で
、楼
門
と
東
神
門
の
間
に
位

置
し
て
い
る
。

　

鹽
竈
神
社
に
お
け
る
神
楽
は
、延
文
五
年（
一
三
六
〇
年
）の
神
馬
献
上
の

祈
願
状
に
は
じ
め
て
そ
の
記
録
が
み
ら
れ
、こ
の
こ
ろ
よ
り
神
楽
が
奉
納
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。そ
の
後
も
、国
府
の
湊
、鹽
竈
神
社
の
祭
礼
に
参

拝
す
る
全
国
の
信
者
が
奉
納
し
た
舞
が
、様
々
に
形
を
変
え
な
が
ら
神
楽
と

し
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。

　

現
在
の
塩
竈
神
楽
の
型
は
、明
治
・
大
正
期
に
か
け
て
神
楽
十
二
段
、獅
子

舞
七
段
と
し
、現
在
継
承
さ
れ
て
い
る「
塩
竈
神
楽
」が
完
成
さ
れ
た
。

　

昭
和
五
年
三
月
十
日
、帆
手
祭
り
創
設
二
五
〇
年
祭
で
塩
竈
神
楽
が
奉
納

さ
れ
た
記
録
が
、宮
城
県
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。保
存
会
は
昭
和
七
年
に

結
成
さ
れ
、現
在
は
塩
竈
市
立
第
三
中
学
校
の
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
保
存

会
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
三
月
一
日
に
は
、塩
竈
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　

平
成
二
十
五
年
に
は
伊
勢
神
宮
内
宮
に
お
い
て
、第
六
十
二
回
式
年
遷
宮

の
奉
祝
奉
納
行
事
と
し
て
、「
恵
比
寿
大
黒
舞
」「
弓
取
舞
」「
親
子
獅
子
」を
奉

納
し
た
。

　

塩
竈
神
楽
は
仙
台
以
南
に
伝
わ
る
十
二
座
神
楽
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で

あ
る
が
、太
神
楽
の
要
素
も
併
せ
持
つ
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

舞
に
は
、大
き
く
二
つ
の
基
本
の
型
が
あ
り
、そ
の
他
に
獅
子
舞
が
あ
る
。

全
て
黙
劇
と
し
て
進
行
す
る
。

一
、祈
祷
の
舞

　

基
本
の
舞
で
、舞
台
の
四
方〈
天
下
〉を
清
め
て
、も
ろ
も
ろ
の
安
泰
を
願

う
舞
。

　
・
祓
い
の
式　
・
神
招
舞　
・
幣
束
舞　
・
弓
取
舞

　
・
三
本
剣
舞　
・
春
日
舞　
・
雲
取
舞　
・
伊
奘
諾
命　

伊
奘
冉
命
舞

二
、所
作
の
舞

　

五
穀
豊
饒
、商
売
繁
盛
、豊
漁
祈
願
の
舞
。

　
・
種
蒔
舞　
　
・
鯛
釣
舞　
　
・
恵
比
寿
大
黒
舞　
　
　
　
　
　

三
、獅
子
舞

　

悪
魔
払
い
、火
伏
せ
、息
災
延
命
を
祈
る
舞
。

　
・
滑
稽
獅
子
舞　
　
・
親
子
獅
子
舞　
　
・
荒
獅
子
舞

　

囃
子
は
、舞
型（
演
目
）に
よ
っ
て
十
三
曲
あ
り
、基
本
の
舞
の
曲
調
は「
四

方
拝
」と
呼
び
、「
呼
び
」で
始
ま
り「
止
め
」で
終
わ
る
。

　

コ
ミ
カ
ル
な
調
子
の
曲
や
、剣
舞
で
乱
舞
す
る
と
き
な
ど
の
テ
ン
ポ
の
速

い
曲
が
あ
る
。

親
子
獅
子
舞

　

上
演
演
目
の
親
子
獅
子
舞
は
、仲
睦
ま
し
い
親
子
の
獅
子
に
鬼
が
邪
魔
を

し
に
出
て
き
て
、親
獅
子
が
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
鍾
馗
様
が
登
場
し
、鬼

退
治
を
す
る
。番
外
の
獅
子
舞
で
、子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
獅
子
舞
。

鐘
馗　
　
　
　

本
郷　

信
弘

親
獅
子　
　
　

渡
辺　

一
彰

子
獅
子　
　
　

河
田　

恵
美

鬼　
　
　
　
　

斉
藤　

浩
行

大
太
鼓　
　
　

石
垣　

将
浩

小
太
鼓　
　
　

渡
辺　

恵
美

　
　
　
　
　
　

作
間　

夏
美

笛　
　
　
　
　

青
砥　

ゆ
か

　
　
　
　
　
　

菊
地　

里
穂

　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

心

摺
り
鉦　
　
　

佐
々
木
勝
典

指
導　
　
　
　

鈴
木　

朝
博

陸
奥
国
一
之
宮
に
奉
納
さ
れ
る
里
神
楽
　【
塩
竈
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

塩
竈
神
楽

し
お    

が
ま      

か  

ぐ  

ら

塩
竈
神
楽
保
存
会
　
会
長
　
鈴
木
　
朝
博

宮  城

宮城県塩竈市

三
、  

由
　
来

二
、  

行
わ
れ
て
い
る
時
期
と
場
所

一
、  
所
在
地
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宮
城
県
塩
竈
市
一
森
山
一
番
一
号　

鹽
竈
神
社
所
在
地

宮
城
県
塩
竈
市
東
玉
川
町
二
番
三
十
六
号　

文
化
財
所
在
地

　

主
な
活
動
と
し
て
、鹽
竈
神
社
及
び
市
内
二
ヵ
所
の
神
社
の
祭
礼
に
お
い

て
神
楽
を
奉
納
し
て
い
る
。

　
・
歳
旦
祭（
十
二
月
三
十
一
日
〜
一
月
一
日
）

　
・
節
分
祭（
二
月
三
日
）　　
　
　
　
・
帆
手
祭
り（
三
月
十
日
）

　
・
花
祭
り（
四
月
第
四
日
曜
日
）　　
・
お
田
植
祭（
五
月
第
二
土
曜
日
）

　
・
御
釜
神
社
例
祭（
七
月
五
日
）　　
・
鹽
竈
神
社
例
祭（
七
月
十
日
）

　
・み
な
と
祭
り（
七
月
海
の
日
）　　

  

・祓
ケ
崎
神
社
例
祭（
七
月
二
十
七
日
）

　
・
講
社
大
祭（
十
月
）　　
　
　
　
　
・
七
五
三
祭（
十
一
月
）

　
・
新
嘗
祭（
十
一
月
勤
労
感
謝
の
日
）

　

こ
の
他
、福
祉
施
設
へ
の
慰
問
、塩
竈
市
高
齢
者
ま
つ
り
や
塩
竈
市
社

会
教
育
課
の
事
業
へ
の
参
加
等
塩
竈
市
が
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
随

時
出
演
し
て
い
る
。ま
た
、後
継
者
育
成
と
し
て
、塩
竈
市
立
第
三
中
学
校

（
郷
土
芸
能
部
）及
び
同
第
三
小
学
校（
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
部
）へ
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

塩
竈
市
は
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
、仙
台
市
と
日
本
三
景
で
知
ら
れ
る
松
島

と
の
中
間
に
位
置
し
、奥
州
一
の
宮
、鹽
竈
神
社
の
門
前
町
と
し
て
、ま
た
、

古
く
は
陸
奥
の
国
府
多
賀
城
へ
の
荷
揚
げ
港
と
し
て
、藩
政
時
代
に
は
伊
達

藩
の
港
と
し
て
、明
治
以
降
は
国
内
有
数
の
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
栄
え

て
き
た
。

　

鹽
竈
神
社
は
塩
竈
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、東
北
開
拓
の
守
護
神
と
し

て
、古
代
よ
り
朝
廷
を
始
め
地
域
住
民
の
精
神
的
支
え
と
し
て
信
仰
さ
れ
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
神
楽
の
奉
納
舞
台
は
鹽
竈
神
社
の
舞
殿
で
、楼
門
と
東
神
門
の
間
に
位

置
し
て
い
る
。

　

鹽
竈
神
社
に
お
け
る
神
楽
は
、延
文
五
年（
一
三
六
〇
年
）の
神
馬
献
上
の

祈
願
状
に
は
じ
め
て
そ
の
記
録
が
み
ら
れ
、こ
の
こ
ろ
よ
り
神
楽
が
奉
納
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。そ
の
後
も
、国
府
の
湊
、鹽
竈
神
社
の
祭
礼
に
参

拝
す
る
全
国
の
信
者
が
奉
納
し
た
舞
が
、様
々
に
形
を
変
え
な
が
ら
神
楽
と

し
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。

　

現
在
の
塩
竈
神
楽
の
型
は
、明
治
・
大
正
期
に
か
け
て
神
楽
十
二
段
、獅
子

舞
七
段
と
し
、現
在
継
承
さ
れ
て
い
る「
塩
竈
神
楽
」が
完
成
さ
れ
た
。

　

昭
和
五
年
三
月
十
日
、帆
手
祭
り
創
設
二
五
〇
年
祭
で
塩
竈
神
楽
が
奉
納

さ
れ
た
記
録
が
、宮
城
県
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。保
存
会
は
昭
和
七
年
に

結
成
さ
れ
、現
在
は
塩
竈
市
立
第
三
中
学
校
の
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
保
存

会
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
三
月
一
日
に
は
、塩
竈
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　

平
成
二
十
五
年
に
は
伊
勢
神
宮
内
宮
に
お
い
て
、第
六
十
二
回
式
年
遷
宮

の
奉
祝
奉
納
行
事
と
し
て
、「
恵
比
寿
大
黒
舞
」「
弓
取
舞
」「
親
子
獅
子
」を
奉

納
し
た
。

　

塩
竈
神
楽
は
仙
台
以
南
に
伝
わ
る
十
二
座
神
楽
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で

あ
る
が
、太
神
楽
の
要
素
も
併
せ
持
つ
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

舞
に
は
、大
き
く
二
つ
の
基
本
の
型
が
あ
り
、そ
の
他
に
獅
子
舞
が
あ
る
。

全
て
黙
劇
と
し
て
進
行
す
る
。

一
、祈
祷
の
舞

　

基
本
の
舞
で
、舞
台
の
四
方〈
天
下
〉を
清
め
て
、も
ろ
も
ろ
の
安
泰
を
願

う
舞
。

　
・
祓
い
の
式　
・
神
招
舞　
・
幣
束
舞　
・
弓
取
舞

　
・
三
本
剣
舞　
・
春
日
舞　
・
雲
取
舞　
・
伊
奘
諾
命　

伊
奘
冉
命
舞

二
、所
作
の
舞

　

五
穀
豊
饒
、商
売
繁
盛
、豊
漁
祈
願
の
舞
。

　
・
種
蒔
舞　
　
・
鯛
釣
舞　
　
・
恵
比
寿
大
黒
舞　
　
　
　
　
　

三
、獅
子
舞

　

悪
魔
払
い
、火
伏
せ
、息
災
延
命
を
祈
る
舞
。

　
・
滑
稽
獅
子
舞　
　
・
親
子
獅
子
舞　
　
・
荒
獅
子
舞

　

囃
子
は
、舞
型（
演
目
）に
よ
っ
て
十
三
曲
あ
り
、基
本
の
舞
の
曲
調
は「
四

方
拝
」と
呼
び
、「
呼
び
」で
始
ま
り「
止
め
」で
終
わ
る
。

　

コ
ミ
カ
ル
な
調
子
の
曲
や
、剣
舞
で
乱
舞
す
る
と
き
な
ど
の
テ
ン
ポ
の
速

い
曲
が
あ
る
。

親
子
獅
子
舞

　

上
演
演
目
の
親
子
獅
子
舞
は
、仲
睦
ま
し
い
親
子
の
獅
子
に
鬼
が
邪
魔
を

し
に
出
て
き
て
、親
獅
子
が
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
鍾
馗
様
が
登
場
し
、鬼

退
治
を
す
る
。番
外
の
獅
子
舞
で
、子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
獅
子
舞
。

鐘
馗　
　
　
　

本
郷　

信
弘

親
獅
子　
　
　

渡
辺　

一
彰

子
獅
子　
　
　

河
田　

恵
美

鬼　
　
　
　
　

斉
藤　

浩
行

大
太
鼓　
　
　

石
垣　

将
浩

小
太
鼓　
　
　

渡
辺　

恵
美

　
　
　
　
　
　

作
間　

夏
美

笛　
　
　
　
　

青
砥　

ゆ
か

　
　
　
　
　
　

菊
地　

里
穂

　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

心

摺
り
鉦　
　
　

佐
々
木
勝
典

指
導　
　
　
　

鈴
木　

朝
博

六
、  

出
演
者
名

五
、  

上
演
演
目
の
特
色

四
、  

芸
能
の
構
成
と
内
容
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山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町
谷
地
二
二
四

九
月
の
敬
老
の
日
を
含
む
土
・
日
・
月
曜
日
　
　
谷
地
八
幡
宮

五
月
五
日
　
　
慈
恩
寺（
寒
河
江
市
）一
切
経
会

臨
時
法
会
　
　
山
寺
立
石
寺

　
林
家
舞
楽
由
緒
に
よ
る
と「
同
家
の
祖
林
越
前
守
政
照
は
、難
波
天
王
寺

の
楽
人
た
り
し
が
貞
観
二
年（
八
六
〇
）僧
円
仁
に
随
従
し
、後
世
慈
恩
寺
・

の
ち
谷
地
に
往
せ
り
。古
来
山
寺
、慈
恩
寺
、平
塩
熊
野
、谷
地
八
幡
等
の
四

社
寺
の
舞
楽
を
司
る
」と
あ
り
、現
在
は
平
塩
熊
野
を
除
く
三
社
寺
の
舞
楽

を
奉
仕
し
て
い
る
。

　
聖
徳
太
子
に
起
源
す
る
天
王
寺
が
く 

そ
楽
所
の
楽
人
は
、林
、薗
、岡
、太
秦
姓
東

儀
の
四
家
に
世
襲
さ
れ
た
。そ
の
林
氏
の
一
派
が
、僧
円
仁
に
よ
る
山
寺
開

創
に
付
き
従
っ
て
、奥
羽
の
地
に
我
が
国
に
伝
来
以
来
直
系
一
系
の
舞
楽
が

定
着
し
た
。

　
江
戸
の
初
期
頃
ま
で
慈
恩
寺
に
住
居
し
て
、山
寺
、慈
恩
寺
に
舞
楽
の
奉

仕
を
し
、そ
の
後
、慈
恩
寺
の
門
前
に
あ
た
る
大
町
村
に
居
を
移
し
て
い
る
。

八
幡
宮
別
当
の
円
福
寺
の
招
聘
に
よ
り
、舞
楽
を
も
っ
て
出
仕
す
る
こ
と
と

な
り
、以
来
三
社
寺
の
舞
楽
を
司
っ
て
き
た
。

　
林
家
は
門
外
不
出
・
一
子
相
伝
の
家
憲
を
守
り
、平
安
時
代
の
中
央
の
楽

制
改
革
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、本
来
の
祖
型
を
伝
承
・
保
存
し
続
け

て
き
た
。そ
の
稀
有
で
貴
重
な
価
値
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、昭
和
二
十
七

年（
一
九
五
二
）に
は
す
で
に
国
の
無
形
文
化
財
に
選
定
さ
れ
て
い
た
が
、同

五
十
六
年
一
月
に
改
め
て
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
舞
楽
に
は
緩
や
か
に
舞
う
文
舞
・
舞
台
を
縦
横
に
活
発
に
舞
う
武
舞（
走

り
舞
）・
稚
児
の
舞
う
ど
う 

ぶ
童
舞
の
三
様
が
あ
り
、一
人
舞
・
二
人
舞
・
四
人
舞
の
も

の
が
あ
る
。

　
現
在
の
伝
承
曲
十
三
曲
の
構
成
は
、舞
を
伴
う
舞
楽
曲
十
一
曲
、え
ん 

ぶ 

振
鉾（
一

人
舞
）・
三
台（
一
人
舞
）・
散
手（
一
人
舞
）・
太
平
楽（
四
人
舞
）・
あ  

ま
安
摩（
一
人

舞
）・
二
の
舞（
二
人
舞
）・
還
城
楽（
童
舞
）・ 

ば  

と
う

抜
頭（
童
舞
）・
陵
王（
一
人
舞
）・

 

な   

そ   

り 

納
曽
利（
一
人
舞
）・け
い
ろ
う

軽
婁（
元
服
の
時
に
の
み
舞
う
）・
着
濫
聴
、え
こ
う
が
く

廻
向
楽（
舞

は
つ
か
な
い
）。

え
ん 

ぶ

振
鉾
　
一
人
舞
　
か
さ
ね襲
装
束

　
三
節
の
構
成
か
ら
な
る
。古
代
中
国
、周
の
武
王
が
商
効
の
牧
野
に
天
神

地
衹
を
祀
っ
て
戦
勝
を
祈
っ
た
故
事
に
も
と
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
舞
と
い

わ
れ
る
。手
に
持
っ
た
鉾
を
打
ち
振
り
、舞
台
の
邪
気
を
は
ら
う
と
い
っ
た

儀
式
的
な
舞
で
あ
る
。舞
楽
演
奏
の
冒
頭
に
必
ず
こ
の
舞
が
演
奏
さ
れ
る
。

　
林
家
独
得
の
演
じ
方
は
、一
子
相
伝
で
あ
る
た
め
に
一
人
の
舞
人
が
最
初

は
左
方
の
鉾
を
取
っ
て
舞
い
、第
二
節
で
は
同
じ
舞
人
が
右
方
の
鉾
に
持
ち

替
え
て
舞
い
、第
三
節
で
は
左
右
両
方
の
鉾
二
本
を
併
せ
握
っ
て
舞
い
納
め

る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

陵
王
　
一
人
舞
　
り
ょ
う
と
う

裲
襠
装
束

　
印
度
の
か
い
じ
つ
お
う

戒
日
王
の
作「
龍
王
の
喜
び
」と
い
う
歌
劇
の
一
節
を
と
っ
た
沙

羅
龍
王
の
舞
と
い
わ
れ
る
。舞
の
由
来
と
な
っ
た
、中
国
北
斉
の
人
、ら
ん
り
ょ
う
お
う

蘭
陵
王

ち
ょ
う
き
ょ
う

長
恭
は
容
姿
端
麗
で
あ
っ
た
た
め
、将
軍
と
し
て
士
気
高
揚
の
た
め
に
常

に
い
か
め
し
い
仮
面
を
つ
け
て
戦
に
臨
ん
で
い
た
。あ
る
時
、周
の
大
軍
を

金
慵
城
に
破
り
、そ
の
武
勇
は
三
軍
に
轟
い
た
と
言
う
。時
に
武
将
た
ち
は

こ
れ
を
喜
び
、こ
の
舞
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
龍
頭
の
面
を
着
け
、金
色
の
ば
ち桴
を
持
ち
、紅
色
の
袍
に
雲
竜
の
裲
襠
と
金

帯
を
着
け
て
舞
う
。

　
谷
地
の
舞
楽
保
存
会
設
立
五
十
周
年
記
念
と
し
て
、中
国
河
北
省
邯
鄲
市

磁
県
で
確
認
さ
れ
た「
蘭
陵
王
長
恭
の
墓
前
」に
お
い
て
千
四
百
年
の
時
空

を
越
え
て
こ
の
舞
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
林
家
舞
楽
の
公
演
を
行
っ
た
。

納
曽
利
　
一
人
舞
　
裲
襠
装
束

　
こ
の
舞
は 

こ 

ま 

が 

く 

高
麗
楽
の
一
つ
で
あ
る
。雌
雄
二
匹
の
龍
が
楽
し
げ
に
遊
び
合

う
姿
を
舞
楽
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
る
。当
舞
楽
で
は
、一
子
相
伝
の

た
め
一
人
舞
で
あ
る
。「
納
曽
利
」は「
陵
王
」の
つ
が
ま
い

番
舞（
く
み
ま
い
）と
し
て
陵

王
の
後
に
舞
わ
れ
る
。舞
人
は
曲
の
前
段
は
片
膝
を
落
と
し
な
が
ら
舞
い
、

舞
台
中
央
で
は
着
座
す
る
。そ
の
舞
台
が
古
い
姿
を
留
め
る
と
言
わ
れ
る
。

最
後
は
曲
が
軽
快
な
拍
子
に
変
わ
り
、舞
人
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、両
膝
を

落
と
し
な
が
ら
降
台
し
て
い
く
。

楽
頭
　
　
　
林
　
　
保
彦

副
楽
頭
　
　
林
　
　
重
陽

笛
　
　
　
　
林
　
　
　
一
　
　
細
矢
　
　
篤
　
　
芦
野
　
孝
志

　
　
　
　
　
大
場
　
一
夫
　
　
槙
　
　
吉
幸

鞨
鼓
　
　
　
矢
作
　
信
行

鉦
鼓
　
　
　
髙
橋
　
良
春

太
鼓
　
　
　
竹
屋
　
繁
弥

番
子
　
　
　
林
　
　
雅
友
　
　
三
宅
　
一
生

日
本
四
大
舞
楽
に
数
え
ら
れ
る
幽
玄
の
美
　【
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
】

林
家
舞
楽（
三
社
寺
舞
楽
）

は
や
し
　
け
　
　 

ぶ
　
　
が
く

た    

も
ん

が
く  

と
う

谷
地
の
舞
楽
保
存
会
　
和
田
　
多
聞

楽
頭
　
　
林
　
保
彦

山形県西村山郡
河北町谷地

山  形

三
、  

由
　
来

四
、  

芸
能
の
構
成
と
内
容

二
、  

行
わ
れ
て
い
る
時
期
と
場
所

一
、  
所
在
地
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山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町
谷
地
二
二
四

九
月
の
敬
老
の
日
を
含
む
土
・
日
・
月
曜
日
　
　
谷
地
八
幡
宮

五
月
五
日
　
　
慈
恩
寺（
寒
河
江
市
）一
切
経
会

臨
時
法
会
　
　
山
寺
立
石
寺

　
林
家
舞
楽
由
緒
に
よ
る
と「
同
家
の
祖
林
越
前
守
政
照
は
、難
波
天
王
寺

の
楽
人
た
り
し
が
貞
観
二
年（
八
六
〇
）僧
円
仁
に
随
従
し
、後
世
慈
恩
寺
・

の
ち
谷
地
に
往
せ
り
。古
来
山
寺
、慈
恩
寺
、平
塩
熊
野
、谷
地
八
幡
等
の
四

社
寺
の
舞
楽
を
司
る
」と
あ
り
、現
在
は
平
塩
熊
野
を
除
く
三
社
寺
の
舞
楽

を
奉
仕
し
て
い
る
。

　
聖
徳
太
子
に
起
源
す
る
天
王
寺
が
く 

そ
楽
所
の
楽
人
は
、林
、薗
、岡
、太
秦
姓
東

儀
の
四
家
に
世
襲
さ
れ
た
。そ
の
林
氏
の
一
派
が
、僧
円
仁
に
よ
る
山
寺
開

は
つ
か
な
い
）。

え
ん 

ぶ

振
鉾
　
一
人
舞
　
か
さ
ね襲
装
束

　
三
節
の
構
成
か
ら
な
る
。古
代
中
国
、周
の
武
王
が
商
効
の
牧
野
に
天
神

地
衹
を
祀
っ
て
戦
勝
を
祈
っ
た
故
事
に
も
と
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
舞
と
い

わ
れ
る
。手
に
持
っ
た
鉾
を
打
ち
振
り
、舞
台
の
邪
気
を
は
ら
う
と
い
っ
た

儀
式
的
な
舞
で
あ
る
。舞
楽
演
奏
の
冒
頭
に
必
ず
こ
の
舞
が
演
奏
さ
れ
る
。

　
林
家
独
得
の
演
じ
方
は
、一
子
相
伝
で
あ
る
た
め
に
一
人
の
舞
人
が
最
初

は
左
方
の
鉾
を
取
っ
て
舞
い
、第
二
節
で
は
同
じ
舞
人
が
右
方
の
鉾
に
持
ち

替
え
て
舞
い
、第
三
節
で
は
左
右
両
方
の
鉾
二
本
を
併
せ
握
っ
て
舞
い
納
め

る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

陵
王
　
一
人
舞
　
り
ょ
う
と
う

裲
襠
装
束

　
印
度
の
か
い
じ
つ
お
う

戒
日
王
の
作「
龍
王
の
喜
び
」と
い
う
歌
劇
の
一
節
を
と
っ
た
沙

羅
龍
王
の
舞
と
い
わ
れ
る
。舞
の
由
来
と
な
っ
た
、中
国
北
斉
の
人
、ら
ん
り
ょ
う
お
う

蘭
陵
王

ち
ょ
う
き
ょ
う

長
恭
は
容
姿
端
麗
で
あ
っ
た
た
め
、将
軍
と
し
て
士
気
高
揚
の
た
め
に
常

に
い
か
め
し
い
仮
面
を
つ
け
て
戦
に
臨
ん
で
い
た
。あ
る
時
、周
の
大
軍
を

金
慵
城
に
破
り
、そ
の
武
勇
は
三
軍
に
轟
い
た
と
言
う
。時
に
武
将
た
ち
は

こ
れ
を
喜
び
、こ
の
舞
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
龍
頭
の
面
を
着
け
、金
色
の
ば
ち桴
を
持
ち
、紅
色
の
袍
に
雲
竜
の
裲
襠
と
金

帯
を
着
け
て
舞
う
。

　
谷
地
の
舞
楽
保
存
会
設
立
五
十
周
年
記
念
と
し
て
、中
国
河
北
省
邯
鄲
市

磁
県
で
確
認
さ
れ
た「
蘭
陵
王
長
恭
の
墓
前
」に
お
い
て
千
四
百
年
の
時
空

を
越
え
て
こ
の
舞
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
林
家
舞
楽
の
公
演
を
行
っ
た
。

納
曽
利
　
一
人
舞
　
裲
襠
装
束

　
こ
の
舞
は 

こ 

ま 

が 

く 

高
麗
楽
の
一
つ
で
あ
る
。雌
雄
二
匹
の
龍
が
楽
し
げ
に
遊
び
合

う
姿
を
舞
楽
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
る
。当
舞
楽
で
は
、一
子
相
伝
の

た
め
一
人
舞
で
あ
る
。「
納
曽
利
」は「
陵
王
」の
つ
が
ま
い

番
舞（
く
み
ま
い
）と
し
て
陵

王
の
後
に
舞
わ
れ
る
。舞
人
は
曲
の
前
段
は
片
膝
を
落
と
し
な
が
ら
舞
い
、

舞
台
中
央
で
は
着
座
す
る
。そ
の
舞
台
が
古
い
姿
を
留
め
る
と
言
わ
れ
る
。

最
後
は
曲
が
軽
快
な
拍
子
に
変
わ
り
、舞
人
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、両
膝
を

落
と
し
な
が
ら
降
台
し
て
い
く
。

楽
頭
　
　
　
林
　
　
保
彦

副
楽
頭
　
　
林
　
　
重
陽

笛
　
　
　
　
林
　
　
　
一
　
　
細
矢
　
　
篤
　
　
芦
野
　
孝
志

　
　
　
　
　
大
場
　
一
夫
　
　
槙
　
　
吉
幸

鞨
鼓
　
　
　
矢
作
　
信
行

鉦
鼓
　
　
　
髙
橋
　
良
春

太
鼓
　
　
　
竹
屋
　
繁
弥

番
子
　
　
　
林
　
　
雅
友
　
　
三
宅
　
一
生

六
、  

出
演
者
名

五
、  

上
演
演
目
の
特
色


